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蜃気楼図とは

・大ハマグリが気を吐き、その

中に楼閣を現出させる様子を

描いた図。

・類似のものとして、ハマグリ

が観音菩薩を吹き出す「蛤蜊

観音図」や、亀や龍が楼閣を

吹き出す「龍宮図」などもあ

る。また、観音や龍宮の乙姫

から着想を得たのか、美人画

が描かれる場合もある。

・書物の挿絵などには、ハマグ

リが描かれず、吹き出しと楼

閣だけの場合もある。

・起源は中国だが、中国での成立時期や日本への渡来時期は不明。

井上(1990)は、研究報告「蜃気楼図考」で、松前藩家老で画人の蠣崎波響(1764～1826)

作「夢蛤美人図」との関連から、蜃気楼図についてその起源や作画例、類例、時代背景な

ど多角的に考察を行った。その後、インターネットの普及などによって蜃気楼図に関する

情報や知見も格段に増えた。

蜃気楼図(類似図を含む)の例として

①美術的な絵画作品

②蜃気楼を記述した書物の挿絵

③絵手本、図案集

④工芸品(陶磁器、根付、鐔、布地など)

などがある。

①～③の紙媒体に描かれたおもな蜃気楼図の年代と作者、作品を下に抽出した。

1728 以前 狩野周信「蛤蜊観音図」

1743 菊岡沾凉｢諸国里人談｣島遊び図

1768 以前 白隠彗鶴「蛤蜊観音図」

1776 以前 池大雅 「龍宮図」

1780 鳥山石燕「今昔百鬼拾遺」

1795 以前 円山応挙「蜃気楼図」

1795 吉村蘭州「東遊記」挿絵

1811 以前 釧雲泉 「海市図」

1826 以前 蠣崎波響「夢蛤美人図」

1827 葛飾北斎「万職図考」蛤吉原図

1828 渓斎英泉「画本錦之嚢」

1829 以前 鳥文斎栄之「蛤美人図」

1858 以前 歌川広重「蜃気楼図」

1864 以前 三代歌川豊国「四日市」(以後歌川派による四日市蜃気楼多数)

1864 田崎草雲「西蝦夷日誌」挿絵

(○○以前とあるのは、製作年が不明で、作者の没年以前の意味)



このように、蜃気楼図は 18 世紀半ばから江戸時代末期までを中心としており、17 世紀以

前の確実な作例は今のところ情報を得ていない。(8 世紀ごろの「当麻曼荼羅」、13~14 世紀

ごろの「東征伝絵巻」や「地獄極楽図」に蜃気楼図に似た雲上楼閣の表現が見られるが、

これらは蜃気楼図に影響を与えた可能性はあるが、蜃気楼図ではない。)

文字情報としては、17 世紀初頭に伝来した「本草綱目」などに大型のハマグリ類である

蜃が楼台を現出するという記述が見られ、17 世紀中にも知識人や好事家には知られていた

と思われる。17 世紀末、1698 年に著された「北越軍談」は、現在わかっている国内の蜃気

楼を記述した文献中で最古のものであるが、ここで既にハマグリが蜃気楼を発生させる旨

の記述がされており、この頃までに中国起源の「ハマグリ+蜃気楼」に関する情報が流通し

ていたことが読み取られる。

中国から渡来した書物などで、文字情報でなく“絵”として蜃気楼図が収録されている

もののうち、現在把握している中で最も古いのは、「古今図書集成」である。同書は、1725

年に中国で刊行され、その後あまり間を置かずに日本で当時の将軍吉宗が入手していたと

される。どの程度の範囲の人々が「古今図書集成」を目にすることができたかは分からな

いが、その後の蜃気楼図の作例の増加を見ると、この前後のタイミングで何らかのビジュ

アルイメージが伝播したのではないかと考えられる。

ところで、前出一覧に列挙した絵師たちは、直接･間接の師弟関係や同門など、影響を与

え合ういくつかの流れに分けることができる。これらの流れの源流のどこかに、蜃気楼図

の原典が存在するのかもしれない。

江戸時代蜃気楼関連絵師相関図 (カッコ付の絵師は蜃気楼図は未知)


